
委託事業実施内容報告書

平成２３年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【ボランティアを対象とした実践的研修】

受託団体名 NPO 法人可児市国際交流協会

１ 事業の趣旨・目的

・地域日本語支援者としてのブラッシュアップ研修

・日本語コーディネーターの研修も兼ねる

【前期】1０回 地域の日本語教室の現状や先進事例、学習者や日本語を習得し進学し

た子どもたちの話などを聞き、自分の抱える課題を整理する。

【後期】課題への取組と実践型研修、まとめと発表

２ 運営委員会の開催について

【概要】

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要

６月２３日 可児市多文

化共生センタ

ーフレビア

米勢治子

阿久津エル

ザ

花木三重子

金子孝司

（市職員）

桑山理子

各務眞弓

１．事業計画案説明

２．日程及び講義内容検

討

３．役割の確認

４．その他

今年度は、ブラッシュア

ップ講座として実施する

前期で事例を聞き課題

を整理し、後期は課題

解決につながる講座と

活動にする

前期の内容と講師の選

定について議論

8月 29日 可児市多文

化共生センタ

ーフレビア

米勢治子

小島祥美

木村蕃

斉藤元徳

（市職員）

島袋（桑山）

理子

各務眞弓

１．経過報告

２．今後の取組

受講生の減少や日本語

が母語ではない方の参

加もあり配慮が必要か

どうか検討したが、特に

意識しない方向でおこな

うことにする。

子どもの支援者と大人

の支援者をわけるかど

うか。子どもは教科指導

もはいってくる現状があ

る。



具体的な講義内容につ

いての議論。

10 月 31

日

可児市多文

化共生センタ

ーフレビア

米勢治子

木村蕃

斉藤元徳

（市職員）

島袋（桑山）

理子

各務眞弓

１．前期の報告

２．今後の取組

ボランティアをしようとい

う環境作り、きっけつくり

について

大人の支援者は、子ど

もの関係の回には参加

しないが、繋がっている

ので参加を呼びかける

3 月２６日 可児市多文

化共生センタ

ーフレビア

米勢治子

木村蕃

斉藤元徳

（市職員）

桑山理子

各務眞弓

１．経過報告

２．まとめと今後の取組

まとめの発表では、解

決できた課題と解決でき

た理由、解決できなかっ

た課題と解決できなかっ

た理由、をまとめてもら

い報告してもらった。（資

料にて説明）

解決できなかったことの

多くは、コーディネータ

ー（調整役）がいないと

いうこと。最後まで残っ

た受講生には、コーディ

ネーターとして充分やっ

ていける人たちである。

【写真】



３ 講座の内容について

（１） 講座名 「地域日本語支援者養成講座」

（２） 目標 日本語支援者のスキルアップ研修

（３） 受講者の総数 １８ 人（延べ人数ではなく，受講した人数を記載すること。）

（出身・国籍別内訳：日本人 15 人，中国人１人，ブラジル人１人,ベトナム人１人）

（４） 開催時間数（回数） 40 時間 （ 20 回）

講義 ３２時間 （ １６回） 実習 ８時間 （ ４回）

（５） 参加対象者の要件 日本語支援のボランティア経験者

（６） 受講者の募集方法

チラシ、ＨＰ掲載、協会発行会報誌

（７） 会場

ア 講義 可児市多文化共生センターフレビア研修室

イ 実習 なし

（８） 使用した教材・リソース

（９） 講座内容

【前期】時間 10:00～12:00

日時 講座名／学習内容 講師 受講者数

第１回

６月２６日

地域の課題と日本語

教室

・地域の現状と地域

日本語教室の変化

やボランティアの役

割

NPO 法人可児市国際交

流協会事務局長

１５名

第２回

７月１０日

日本語習得体験談

・日本語習得から進

学、高校受験に向け

て勉強中に、小学校

の通訳サポーターと

して、子どもたちへの

日本語指導の経験と

教員免許取得を決意

した経緯などと現在

の大学生活などのお

話

京都外国語大学生

金林マルセロ義高

１０名



第３回

７月１７日

日本語学習ボランテ

ィアに聞く

・可児市国際交流協

会の「日曜日日本語

教室」「土曜日日本

語交流教室」の取組

について

可児市国際交流協会日

本語教室ボランティア

木村蕃、花木三重子、

横田裕子

９名

第４回

７月 24 日

日本語学習者の声

・ナンシー：子どもの

ために日本語習得を

決意し、習得してきた

ことの事例

・芹沢：中学生で来日

（現在小牧市で初期

教室の相談員）自分

自身が体験した学校

での学びと大学進学

の課程事例

・牧野：中学で来日

（現在高校３年生）来

日後同胞の同級生

からのいじめを学び

の力に変え、高校生

となり現在の学生生

活などの事例

大城ナンシー

牧野希美

１２名

第５回

８月７日

子ども日本語支援

者・ボランティアに聞

く

大口：バラ教室 KANI

での実践

近藤：虹のかけはし

事業２０１１年度かけ

はい教室の取組実

践

湯浅：過年齢の子ど

もの高校進学支援教

大口裕子（可児市教育委

員会「バラ教室 KANI」日

本語指導助手）

近藤利恵（可児市国際交

流協会虹のかけはしコー

ディネーター）

湯浅美礼（可児市国際交

流協会進学コーディネー

ター）

横田裕子（可児市国際交

流協会学習支援コーディ

８名



室「さつき教室」の実

践

横田：就学前準備指

導「ひよこ教室」の実

践

ネーター）

第６回

８月２１日

子どもの声を聞く

市内高校生の声

・日本語能力試験１

級取得した、ブラジ

ル人学校の高校生２

名

市内公立高校、市外

私立高校に通うおも

に「バラ教室」通室経

験者に日本語習得と

支援者について聞く

クノ・ユウタ（イザキニュ

ートン校）

リカルド・ケンジ・ナカタニ

（イザキニュートン校）

佐野エリキ賢治（中京高

校）

アモリンアントニー・アル

カンタラ（県立東濃高校）

ダニー・キミコ（愛知県立

犬山高校）

バクシカン・カリル（県立

加茂高校）

石橋ゆかり（県立東濃高

校）

吉田イングリドさゆり（県

立東濃高校）

新里シュウヘイ（県立東

濃高校）

広山リカルド（県立加茂

農林高校）

９名

第７回

９月４日

年少者への日本語

指導について

松本一子（愛知淑徳大学

非常勤講師）

１０名

第８回

９月１８日

地域日本語教室の

役割

米勢治子（東海日本語ネ

ットワーク）

１１名

第９回

１０月１８日

異文化コミュニケー

ション

小島祥美（愛知淑徳大学

准教授）

７名



第１０回

１０月２３日

グループディスカッシ

ョン

桑山理子（可児市国際交

流協会日本語コーディネ

ーター）

各務眞弓（可児市国際交

流協会事務局長）

５名

【後期】

日時 講座名／学習内容 講師 受講者数

第１回

１０月 30 日

課題を整理してみよ

う

前期でまとめた課題

を整理し、何を学び

たいか課題をしぼる

桑山理子

各務眞弓

９名

第２回

11 月６日

会話と教材 米勢治子 ９名

第３回

11 月 20 日

教室活動のつくりか

た

米勢治子 ６名

第４回

11 月２７日

よみかきの学習支援 米勢治子 ８名

第５回

12 月 11 日

実践にむけて

よみとかきのグルー

プに分かれ実習

米勢治子 ５名

第６回

１月１５日

年少者のための教材

・ブラジル人学校で

の実践から年少者の

ための教材紹介

近藤利恵 ６名

第７回

1 月２２日

高校進学につながる

日本語支援

・岐阜県の高校での

日本語支援や、他地

域の先進事例を交え

講義。参加者の個別

課題についても意見

松本一子 ２名

（インフルエ

ンザ流行に

より欠席多

数）



交換。

第８回

2 月 5 日

学校における日本語

支援

外国人の子ども１００

人以上が在籍する集

住地の土田小学校

の国際学級担当教

諭の学校での取組

土田小学校では、日

本語だけやるのでは

なく、すべての子ども

が教科書を使用して

学んでいるなど実践

報告

堀部廣子（可児市立土田

小学校教諭）

３名

第９回

2 月 19 日

就学前の日本語支

援

子どもたちの将来に

とって就学前の日本

語指導がいかに重要

かを他地域の先進事

例などをまじえ講義

小島祥美 ６名

第１０回

3 月１１日

まとめと発表

各自が取り組んだ課

題にたいし、解決し

たこととその理由、解

決しなかった課題と

その理由を個人ワー

クし、まとめ個々に報

告

各務眞弓 ８名



2011 年度地域日本語支援者養成講座の様子

6 月 26 日

前期第 2 回 7 月 10 日 第 3 回 7 月 17 日

第 5 回 8 月 7 日



第 6 回

8 月 21 日

第 8 回 第 9 回

9 月 18 日 10 月 9 日

第 10 回

10 月 23 日



2011 年地域日本語養成講座「後期」

第１回

10 月 30 日

第２回

11 月 6 日

12 月 11 日



1 月 22 2 月 5 日

2 月 19 日 3 月 11 日

（１０） 講座の評価

① 受講生に対するアンケート（まとめた資料を添付）

② 実施主体からの研修内容結果評価

日本語学習者や、バラ教室出身の高校生たち、日本語能力試験N1取得のブラジ

ル人学校の高校生に体験談を聞くことができ、日本語習得の過程での支援者の役

割など具体的な役割が再認識出来たのではないかと思う。話に来てくれた人たちは、

習得できた日本語を生かして仕事、学業につなげている成功事例であるので、受講

者に気づきが多くあり、貴重な時間を共有できた。さらに今回の講座は、ボランティア

のスキルアップ研修として実施したが、コーディネーターの育成も兼ねていた。受講

生のなかにもコーディネーターとして活躍してくれそうな人材を発掘できたことが成果

であった。



③ 実施主体からの外国人支援体制等今後の計画

従来の日本語教室を、地域日本語教室として会話中心の教室に変えて実施してき

た。支援者として「誰でもいつでも参加可能」とボランティアを募集したが、地域の実

状や教室の位置づけなどレクチャーの必要性を感じた。次年度は、実践の場を準備

した初期日本語支援者の養成講座を実施したい。

また、平日実施する日本語教室も需要があり日常会話、生活漢字などを学ぶ教室の

実施や、春に長期休日を利用し多く来日するフィリピンの子どもたちの日本語教室な

ども検討したい。

今年度は、文部科学省の虹のかけはし事業も採択され、義務教育年齢を超えた子

どもの進学支援教室も充実させたい。

（１１） 事業の成果

① 他事業との連携

今回は、前期講義だけではなく、学習者の声を聞く機会を設けとても参考になる話を聞

くことができた。「ばら教室」で学んだ子どもたちも多く参加してくれて、出会いや指導者の

熱意に支えられた子どもたちの声を聞くことができた。そして、後輩たちにも参考になる

話が多く、市の主催する進路説明会への参加も呼びかけることができ後輩にアピールで

きた。

また、ブラジル人学校の日本語授業を利用し、進路ガイダンスを実施し日本語能力試験

１級に合格した子どもや日本の高校に進学した先輩の事例報告や、初めての職場体験

で日本語学習の必要性が理解できたというレポート報告があり、ブラジル人学校での日

本語指導の情報交換もできた

② 研修後の人材活用

実践希望者もおり、ボランティアとして参加をうながす。

コーディネーターとして仕事を依頼

（１２） 今後の課題

最近学習者が減ってきている。※可児市の在住外国人へのアンケート結果を見ると日本語

を「聞くこと」ができるのが、39.4％でほとんど不自由しないと答えた人が 27.6％であった。

「話す」ことに関するアンケートは「日常会話ができる」と答えた人は、47.4％である。「読む」こ

とでは、簡単な漢字、ひらがな、カタカナが読める人は、33.4％。ひらがな・カタカナが読める

人は、33.2％。「書く」ことは、ひらがな、カタカナが書ける人は３６％、簡単な漢字、ひらがな、

カタカナが書ける人は、26.6％。日本での生活に必要（４２９人）であるが、現在日本語を学ん

でいる人は、１３９人で、２８４人の人は学びたくても時間がないと答えている。どこにニーズが

あるか、ますます就労条件が厳しくなり、日本語教室の時間設定や内容を決めにくくなってい

る。あいかわらず手さぐり状態で教室をすすめている。

※このアンケートの回収結果は、実対象数 ２,７１９人中回収数 ６４４人（回収率２３．７％）


